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批

評

・

紹

介

佐
久
間
重
男
著

日
明
開
係
史
の
研
究

松

浦

章

我
が
園
の
明
代
史
研
究
の
専
家
で
あ
る
佐
久
間
重
男
氏
が
、
一
九
五
一
年
か

ら
九

O
年
に
か
け
て
の
四

0
年
閲
に
わ
た
っ
て
設
表
さ
れ
た
明
代
の
劉
外
関
係

史
と
り
わ
け
海
外
貿
易
史
に
関
す
る
論
考
を
中
心
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
本
書

で
あ
る
。

本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

は
し
が
き

序

論

明

代
の
針
外
方
針

第

一
章

明
代
の
外
園
貿
易
|
貢
舶
貿
易
の
推
移
|

第
二
章
明
朝
の
海
禁
政
策

第
一
編
明
代
前
期
|
朝
貢
貿
易
と
海
禁
政
策
|

第
一

章

明
初
の
日
中
関
係
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
|
洪
武
帯
一
の
封
外

政
策
を
中
心
と
し
て
|

永
繁
一帝の
封
外
政
策
と
日
本

明
代
中
期
の
封
外
政
策
の
推
移
と
日
中
関
係

明
代
の
琉
球
と
中
園
と
の
関
係
|交
易
路
を
中
心
と
し
て

|

明
代
前
期
の
海
禁
と
封
外
的
影
響

第
二
章

第
三
一
章一

第
四
章

第
五
章

第
二
編

明

代

後

期

|
中
園
海
商
の
密
貿
易
と
倭
冠

|

第

一
章

明
代
海
外
貿
易
の
歴
史
的
背
景
|
一踊
建
省
を
中
心
と
し
て
|

第
二
章

嘉

靖

海
冠
史
考
|
王
直
を
め
ぐ
る
諸
問
題
|

第
三
章

王
直
と
徐
海

倭
定
の

E
魁
|

第
四
章
中
園
嶺
南
海
域
の
海
窓
と
月
港
二
十
四
絡
の
反
凱

第
五
章

明
代
後
期
に
お
け
る
湾
州
の
海
外
貿
易

競

基
の値一
商
策
に
つ

い
て
|

終

論

明

・
清
時
代
の
東
ア
ジ
ア
の
封
外
閥
係

あ
と
が
き

英
文
梗
概

索
引

以
上
十
五
編
の
論
文
よ
り
構
成
さ
れ
る
本
書
は

『
日
明
関
係
史
の
研
究
』
と

題
さ
れ
て
い
る
が
、
明
代
の
日
中
関
係
史
に
直
接
関
係
す
る
論
考
は
第
一
編
の

第
て
二
、

三
、
第
二
編
の
第
二
、
三
、
終
論
の
六
一
軍
の
み
で
あ
る
こ
と
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

序
論
、
第
一

章
は
中
園
歴
代
王
朝
の
な
か
で
も
明
朝
が
取
っ
た
封
外
政
策
の

具
鐙
的
な
形
態
を
「
朝
貢
と
賞
賜
の
名
目
に
よ
っ
て
表
象
せ
ら
れ
」
(
一
一
一
頁
)

と
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
る
正
常
な
貿
易
関
係
が
朝
貢
貿
易
で
あ
り
、
そ
の
推
移
を

論
じ
ら
れ
る
。
朝
貢
貿
易
の
形
態
と
し
て
、
中
園
に
来
朝
し
た
諸
外
園
か
ら
出

さ
れ
る
外
交
文
書
で
あ
る
表
文
、
そ
し
て
そ
の
使
節
の
岡
県
侭
を
確
認
す
る
た
め

に
明
朝
が
諸
外
園
に
頒
布
し
た
勘
合
制
度
の
推
移
を
述
べ

る
。
第
二
節

「朝
貢

貿
易
の
交
易
物
資
と
関
税
」
で
は
外
園
使
節
の
も
た
ら
す
方
物
に
、
園
王
か
ら

の
進
貢
物
と
使
節
等
の

「附
搭
貨
物
」
と
呼
稽
さ
れ
る
附
載
品
が
あ
る
。
進
貢

品
に
糾
問
し
て
明
朝
は
賞
賜
品
を
輿
え
た
。
使
節
の

「
附
搭
貨
物
」
に
封
す
る
扱

い
、
特
に
抽
分
と
し
て
の
税
の
扱
い
の
襲
遜
を
述
べ
る
。
第
三
節
「
官
牧
買
と

-134ー



337 

交
易
債
格
」
で
は
朝
貢
ロ
問
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
「
附
搭
貨
物
」
を
明
朝
が

い
か
に
購
入
し
た
か
。
そ
の
購
入
債
格
を
分
析
す
る
。
明
朝
の
諸
外
園
の
朝
貢

品
、
「
附
繕
貨
物
」
の
扱
い
の
獲
化
が
、
中
園
の
人
々
の
密
貿
易
を
助
長
さ

せ
、
明
朝
の
租
制
で
あ
る
海
禁
政
策
の
解
除
を
さ
せ
る
ま
で
に
い
た
っ
た
と
さ

れ
る
。
明
朝
の
封
外
政
策
の
具
鐙
的
形
態
を
明
か
に
す
る
。

第
二
章
は
「
海
禁
」
と
い
う
歴
史
用
語
を
生
み
出
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
論
文
で
あ
る
。
先
の
朝
貢
と
雨
輸
の
関
係
に
あ
っ
た
の
が
こ
の
海
禁
政

策
で
あ
っ
た
。
洪
武
帝
が
海
禁
令
を
裂
し
た
直
接
の
動
機
は
、
創
業
の
過
程
で

の
江
南
の
沿
海
地
匡
に
嬢
黙
を
持
っ
た
張
土
誠
、
方
図
珍
等
に
封
抗
す
る
た
め

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
中
関
人
の
海
外
貿
易
を
厳
禁
す
る
政
策
と
し
て
存
績
し

た
が
、
「
民
間
貿
易
企
業
家
の
海
上
進
出
に
よ
る
密
貿
易
」
(
一
二
六
頁
〉
を
根

紹
す
る
に
至
ら
ず
、
一
五
六
七
年
(
隆
慶
元
年
〉
に
は
日
本
を
除
く
東
西
二
洋

へ
の
出
航
貿
易
が
公
認
さ
れ
た
こ
と
を
解
明
さ
れ
た
。

第
一
一
瀬
は
明
代
前
期
の
朝
貢
貿
易
と
海
禁
政
策
に
関
す
る
五
編
の
論
文
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

第
て
二
、
三
章
は
洪
武
時
代
か
ら
嘉
靖
二
年
三
五
二
三
年
〉
の
寧
波
事

件
ま
で
に
お
よ
ぶ
。

第
一
章
は
、
明
初
に
お
け
る
倭
窓
の
出
現
に
封
し
て
、
洪
武
需
は
圏
内
治
安

の
面
か
ら
海
防
の
充
賓
と
倭
窓
の
勅
討
を
積
極
的
に
進
め
、
外
交
面
か
ら
も
日

本
に
働
き
か
け
倭
冠
を
根
紹
し
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
に
封
し
日
本
も
洪
武
時
代

に一

O
固
に
お
よ
ぶ
使
節
を
中
園
に
波
遺
し
た
が
、
「
胡
惟
庸
の
獄
」
に
か
か

わ
っ
た
林
賢
事
件
、
即
ち
胡
惟
庸
謀
反
に
射
し
て
倭
兵
の
招
来
に
林
賢
が
係
わ

っ
た
と
さ
れ
る
問
題
を
契
機
に
、
洪
武
時
代
の
日
中
関
係
は
破
局
へ
と
準
ん
だ

と
さ
れ
る
。

第
二
章
は
永
祭
需
の
封
外
政
策
は
海
外
諸
園
と
の
関
係
を
積
極
的
に
押
し
準

め
、
日
本
に
封
し
て
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
日
本
側
と
り
わ
け
足
利
幕
府
の
封

外
消
極
策
が
倭
冠
の
激
化
を
招
来
し
た
と
さ
れ
る。

第
三
章
で
は
宣
徳
期
か
ら
嘉
靖
期
初
期

C
E
-
-一
一
一
|
一
五
四
九
)
ま
で
の

一一

O
鈴
年
聞
の
日
中
関
係
を
論
述
し
、
特
に
日
本
の
朝
貢
使
節
と
、
朝
貢
関

係
が
破
局
を
迎
え
た
寧
波
事
件
、
即
ち
嘉
靖
二
年

(
一
五
二
三
年
〉
に
お
け
る

透
明
船
の
大
内
、
細
川
雨
氏
の
板
選
船
が
寧
波
に
お
い
て
入
貢
を
争
っ
た
事
件

を
考
察
さ
れ
る
。

第
四
一章
は
明
代
の
琉
球
を
、
明
初
よ
り
述
ベ
、
洪
武
帯
の
琉
球
招
識
と
そ
の

嘗
時
の
琉
球
の
圏
内
事
情
を
述
べ
、
そ
し
て
琉
球
の
中
園
へ
の
朝
貢
路
と
、
中

闘
か
ら
琉
球
へ

の
回
賜
口
問
、
ま
た
は
交
易
ロ
問
と
し
て
琉
球
が
入
手
し
た
中
園
陶

磁
器
の
一
部
が
、
南
海
諸
園
等
へ
の
交
易
品
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
考

察
さ
れ
て
い
る
。

第
五
震
で
は
海
禁
と
は
い
か
な
る
政
策
で
あ
っ
た
か
洪
武
期
、
永
繁
期
以
降

に
分
け
、
海
禁
政
策
の
質
的
繁
化
を
解
明
し
よ
う
と
さ
れ
る
。
特
に
洪
武
期
は

「
沿
海
民
の
出
海
禁
止
」
、
「
下
海
通
事
世
に
よ
る
交
易
な
ら
び
に
蕃
夷
誘
引
の
禁

止
」
、
「
人
民
の
針
外
貿
易
禁
止
」
ハ
二

O
六
頁
〉
と
海
禁
政
策
の
内
容
が
第
わ

り
、
、
氷
雌
末
時
代
に
は
海
賊
の
防
止
針
策
以
外
に
、
封
外
的
に
朝
貢
貿
易
の
明
朝

に
よ
る
濁
占
を
意
闘
し
た
と
さ
れ
る
。

第
二
編
の
各
論
は
、
嘉
靖
以
降
を
明
代
後
期
と
し
て
、
中
園
海
商
と
い
わ
ゆ

る
「
倭
冠
」
と
呼
稽
さ
れ
た
集
闘
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る。

第
一

一軍
は
海
禁
下
に
お
け
る
中
園
一
商一
人
の
海
外
進
出
と
海
外
貿
易
卸
ち
私
貿

易
、
密
貿
易
さ
ら
に
海
外
移
民
に
つ
い
て
考
察
し
、
海
外
進
出
が
最
も
多
い
と

さ
れ
た
福
建
の
地
理
的
朕
況
、
経
済
事
情
の
分
析
を
通
し
て
、
一
隅
建
の
海
上
貿

易
の
必
然
性
を
明
か
に
さ
れ
る
。
本
-章
は
明
代
海
外
貿
易
史
研
究
に
関
す
る
代

表
的
論
文
の
一
つ
で
あ
る
。
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第
二
章
は
嘉
靖
大
倭
冠
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
王
直
に
関
す
る
考
察
で
あ

る
。
王
直
ら
の
活
動
は
海
禁
下
に
お
け
る
合
資
貿
易
資
本
か
ら
な
る
自
立
的
中

小
一
商
入
居
の
形
成
と
活
動
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
片
山
誠
二
郎
氏
の
見
解
(
「
嘉

錆
海
窓
反
乱
の
一
考
察
|
王
直
一
策
の
反
飢
を
中
心
に

l
」
『
東
洋
史
皐
論
集
』

第
四
)
に
疑
問
を
呈
さ
れ
る
。

第
三
章
は
嘉
靖
期
の
大
倭
冠
の
中
心
人
物
と
さ
れ
る
王
直
、
徐
海
等
の
経
歴

と
そ
の
活
動
を
中
心
に
叙
述
さ
れ
る。

王
直
等
は
本
園
と
諸
外
園
と
の
仲
介
貿

易
に
よ
っ
て
、
海
上
で
の
敵
樹
勢
力
を
排
除
し
、
ま
た
本
因
と
の
関
係
を
巧
み

に
利
用
し
て
海
上
の

E
商

・
E
魁
に
の
し
あ
が
っ
た
と
さ
れ
る
。

第
四
一章は
王
直
、

徐
海
等
が
官
憲
に
逮
捕
さ
れ
た
後
の
倭
冠
集
闘
の
分
析
で

あ
り
、
そ
の
活
動
の
線
貼
が
江
蘇
、
新
江
沿
海
地
域
か
ら
一
服
建

・
康
東
沿
海
地

減
に
鱒
移
し
、
特
に
活
動
の
中
心
地
は
一踊
建
樟
州
の
月
港
や
活
唄
、
庚
東
潮
州

の
南
襖
等
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
、
林
大
春
(
一
五
二
三
|

八
八
)
の

「海
憲
論
」

を
根
接
と
し
て
倭
冠
に
か
わ
る
海
冠
の
質
態
を
解
明
さ

れ
る
。
さ
ら
に
滋
州
・
月
潜
に
お
け
る
張
維
ら
二
四
人
の
反
乱
の
性
格
を
考
察

さ
れ
、
海
冠
反
飢
で
は
な
く
土
定
的
反
乱
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る。

第
五
章
は
明
代
の
後
期
に
お
い
て
封
外
貿
易
港
と
し
て
一
隅
建
の
樟
州
と
り
わ

け
湾
州
府
海
澄
豚
月
潜
を
中
心
に
、
中
園
人
の
封
外
通
商
公
認
に
射
し
て
ど
の

よ
う
な
手
綴
方
法
が
取
ら
れ
て
い
た
か
を
考
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
一商
船

へ
の
飼
税
即
ち
関
税
の
貧
態
を
解
明
し
、
首
内
暦
四
四
年
(
一
ム
ハ
一
ム
ハ
)
の
粛
基

の一

六
僚
に
わ
た
る
上
陳
が
蛍
時
の
賀
情
を
侍
え
て
い
る
こ
と
を
明
か
に
さ
れ

た
。終
論
は
明
代
の
朝
貢
貿
易
と
海
禁
政
策
と
の
関
係
や
明
の
皇
帝
が
日
本
園
王

を
加
封
す
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
の
商
圏
の
政
治
朕
況
と
、
そ
の
封
際
に
つ
い
て

述
べ
、
明
代
後
期
に
お
け
る
中
園
海
商
の
活
動
と
倭
冠
の
問
題
、
さ
ら
に
明
末

に
お
け
る
中
園
の
民
間
貿
易
の
設
展
と
日
本
と
の
関
係
、
最
後
に
明
に
替
わ
る

清
朝
に
よ
る
海
禁
策
で
あ
る
濯
界
令
と
清
朝
の
封
外
政
策
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

る。
以
上
が
本
書
の
概
略
で
あ
る
。
先
に
嗣
刷
れ
た
よ
う
に
四

O
年
に
わ
た
る
佐
久

間
氏
の
論
考
が
ま
と
め
ら
れ
た
た
め
各
論
は
、
本
書
『
日
明
関
係
史
の
研
究
』

の
表
題
に
関
連
は
し
て
い
る
も
の
の
日
明
関
係
史
と
し
て
扱
い
に
く
い
論
考
も

含
ま
れ
て
い
る。

佐
久
閉
氏
の
日
明
関
係
史
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
本
書
に
よ
れ
ば
嘉

靖
時
代
を
中
心
に
、
嘉
靖
前
を
朝
貢
貿
易
、
嘉
靖
以
降
を
私
貿
易
時
代
と
し
て

と
ら
え
ら
れ
、
朝
貢
貿
易
に
関
す
る
問
題
か
ら
朋
封
陸
制
の
特
質
と
そ
の
肪
封

鐙
制
の
中
で
の
日
明
関
係
が
い
か
な
る
形
態
で
あ
っ
た
か
を
考
察
さ
れ
た
。
明

朝
が
加
封
鐙
制
の
も
と
で
朝
貢
を
重
視
す
る
慢
制
を
取
れ
ば
、
そ
の
他
の
形
態

を
全
て
排
除
す
る
た
め
海
禁
政
策
の
持
つ
意
味
が
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ

の
競
黙
は
佐
久
間
氏
の
論
考
以
前
に
あ
っ
て
は
、

日
本
史
研
究
者
の
中
か
ら
見

ら
れ
な
か

っ
た
考
え
で
あ
る
。

同
時
に
倭
冠
問
題
に
も
関
連
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
元
末
明
初
の
倭
短
と
嘉

靖
時
期
を
中
心
と
す
る
倭
定
も
従
来
の
考
え
で
は
、
時
期
的
差
異
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
前
者
を
前
期
倭
定
、
後
者
を

後
期
倭
窟
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
射
し
て
佐
久
間
氏
は
倭
窟
を

時
期
的
差
異
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
無
く
、

明
代
の
倭
窟
に
関
す
る
史
料
の

分
析
に
よ
っ

て
、
史
料
に
は
「
倭
冠
」
と
あ
っ
て
も
そ
の
質
的
差
異
を
問
題
に

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
佐
久
間
氏
の
指
摘
に
同
調
し
、
従
来
の
倭
冠
に
糾
問
す
る
と

ら
え
か
た
に
疑
義
を
呈
さ
れ
、
前
期
倭
定
、
後
期
倭
窓
を
「
十
四
J
十
五
世
紀

の
倭
窓
」
と
「
十
六
世
紀
の
倭
冠
」
と
し
て
と
ら
え
る
田
中
健
夫
氏
の
『
倭
定

|
海
の
歴
史
|
』

(
数
育
社
、
歴
史
新
書
六
六
、
一
九
八
二
年
二
月
)
も
そ
の
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一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
分
期
の
時
期
は
多
少
異
な
る
も
の

の
、
佐
久
開
氏
の
考
え
と
同
様
な
考
え
方
を
す
る
中
園
の
研
究
者
も
現
れ
た
。

佐
久
開
氏
の
研
究
は
日
明
関
係
を
車
に
時
期
的
獲
化
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た

の
で
は
無
く
、
日
明
関
係
史
に
お
い
て
時
期
的
第
化
を
生
じ
き
せ
た
主
要
因
で

あ
る
中
園
側
の
政
策
の
愛
更
が
日
明
関
係
に
お
け
る
特
色
を
生
じ
た
こ
と
を
明

確
に
さ
れ
た
と
い
え
る
。

本
書
に
直
接
関
係
す
る
著
書
と
し
て
は
、

牽繊同
の
鄭
様
生
氏
の
『
明
・
日
関

係
史
の
研
究
』
(
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
一
月
〉
、
中
文
版
『
明
代
中
日
関

係
研
究
|
以
明
史
日
本
俸
所
見
幾
個
問
題
魚
中
心
』
(
文
史
哲
出
版
社
、
一

九
八
五
年
三
月
)
が
あ
る
。
鄭
氏
は
明
の
針
外
政
策
と
し
て
海
禁
政
策
や
勘
合

制
度
と
、
制
到
外
制
度
と
し
て
市
舶
司
や
貢
使
の
待
遇
な
ど
を
扱
い
、
明
日
交
渉

に
お
い
て
は
園
交
、
使
節
、
貿
易
口
問
等
を
述
べ
、
明
代
の
倭
窓
で
は
倭
冠
の
原

義
、
洪
武
、
永
幾
年
開
の
倭
冠
、
寧
波
の
飢
、

嘉
靖
大
倭
冠
と
隆
慶
以
降
の
倭

冠
を
考
察
し
最
後
に
明
と
墜
臣
秀
吉
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。

鮮
民
の
中
文
版
の

『
明
代
中
日
関
係
研
究
』
で
は
七

O
五
J
七
六
八
頁
に

「
参
考
及
引
用
文
献
」
が
あ
り
、
佐
久
開
氏
の
本
書
の
論
考
の
内
掲
げ
ら
れ
て

い
な
い
の
は
第
二
編
の
第
三
章
と
第
五
章
と
終
論
の
三
編
の
み
で
、
こ
の
一一一編

の
な
か
で
『
明
代
中
日
関
係
研
究
』
出
盟
副
の
も
の
は
第
二
編
第
三
章
の
み
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
郷
氏
の
研
究
は
佐
久
閉
氏
の
研
究
を
参
考
に
し
て
深
化

さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
し
か
し
、
郎
氏
の
研
究
は
『
明
史
日
本
俸
』

の
研
究

(
『
明
史
日
本
俸
正
補
』
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八

一
年
四
月
)
を
基
礎
と
さ

れ
た
明
代
の
日
中
関
係
史
で
あ
り
、
多
く
の
重
要
な
夜
見
が
あ
る
が
日
明
関
係

史
の
親
貼
と
し
て
は
従
来
の
域
を
出
な
い
で
あ
ろ
う
。
佐
久
開
氏
の
研
究
の
経

過
を
見
る
時
、
そ
れ
は
明
代
の
外
園
貿
易
、
海
外
貿
易
を
明
政
府
側
か
ら
考
察

さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
政
府
側
に
封
抗
し
た
中
園
人
の
海
賊
集
図
の
寅
態
解
明
と

進
展
し
た
。
そ
の
過
程
で
日
中
関
係
の
諸
問
題
を
扱
わ
れ
、
飾
氏
と
は
一
一
線
を

劃
し
て
い
る
。

李
金
明
氏
の

『明
代
海
外
貿
易
史
』
(
中
園
祉
曾
科
皐
出
版
社
、
一
九
九
O

年
四
月
〉

の
場
合
と
比
較
し
て
み
た
い
。
李
氏
の
『
明
代
海
外
貿
易
史
』

は、

明
代
の
海
外
貿
易
の
時
期
を
大
き
く
二

つ
の
時
期
に
区
分
さ
れ
、
明
代
前
期
は

二
三
ハ
八
|
一
五
六
六
年
ま
で
の
洪
武
元
年
よ
り
嘉
靖
四
五
年
ま
で
を
朝
貢
貿

易
時
期
と
し
、
後
期
は

一
五
六
七
|

一
六
四
四
年
ま
で
隆
慶
元
年
よ
り
崇
禎

一

七
年
ま
で
を
私
人
海
外
貿
易
時
期
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

佐
久
間
氏
が
嘉
靖
以
降
を
後
期
と
す
る
黙
で
、

李
氏
の
分
期
と
相
違
す
る
も

の
の
、
明
代
の
海
外
貿
易
の
前
期
を
朝
貢
貿
易
、
後
期
を
私
貿
易
と
し
て
理
解

し
よ
う
と
す
る
貼
で
は
一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。
佐
久
開
氏
の
本
書
の
各
論

は
李
氏
の
も
の
よ
り
先
に
書
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
構
成
を
見
る
か
ぎ
り
鄭
氏

の
『
明

・
日
関
係
史
の
研
究
』
よ
り
、
李
氏
の

『明
代
海
外
貿
易
史
』
の
方
に

は
る
か
に
近
い
と
号一日
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
佐
久
間
氏
の

『日
明
関
係

史
の
研
究
』
は
日
明
関
係
を
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
明
代
の
海
外
貿

易
を
論
じ
、

そ
の
中
で
日
明
関
係
の
朝
貢
問
題
、
倭
窓
問
題
を
論
じ
た
書
と
言

え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

鄭
氏
、
李
氏
の
研
究
で
扱
わ
れ
て
い
る
が
佐
久
閲
氏
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
な

い
問
題
と
し
て
は
市
舶
司
が
あ
る
。
勿
論
佐
久
間
氏
は
本
書
の
各
論
で
市
舶
司

に
関
し
て
燭
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
幕
論
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

明
代
の
市
舶
司
に
関
し
て
は
既
に
小
葉
田
淳
氏
の
『
中
世
日
支
逼
交
貿
易
史

の
研
究
』
〈
一
九
四
一
年
)
の
第
六
章
第
一
節
「
新
江
市
舶
提
翠
司
及
び
騨
館

廠
庫
」
で
掘
削
江
市
舶
司
を
、
『
中
世
南
島
通
交
貿
易
史
の
研
究
』
へ

一九一
一一
九

年
)
第
四
章
第

一
節
コ
踊
逮
市
舶
提
彦
司
及
び
騨
廠
」
で
一
一
隅
建
市
舶
司
を
扱
わ

れ
、
そ
の
後
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
近
年
中
闘
で
山
東
大
皐
の
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陳
向
勝
氏
が
「
論
明
代
市
舶
司
制
度
的
演
崎
製
」
(
『文
史
哲
』
一
九
八
六
年
第
二

期
)
や
『
海
交
史
研
究
』

一
九
八
八
年
第

一
期
が
市
舶
司
制
度
の
研
究
の
特
集

を
掲
載
し
て
お
り
、
今
後
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

明
代
の
朝
貢
関
係
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
大
隅
品
子
氏
の

「明
初
洪
武
期

に
お
け
る
朝
貢
に
つ
い
て
」
〈
『
M
U
S
E
U
M

東
京
園
立
博
物
館
美
術
誌
』

陥
三
七

て
一
九
八
二
年
二
月
)
、
「
明
代
、
氷
雌
末
期
に
お
け
る
朝
貢
に
つ
い
て」

(『
M
U
S
E
U
M』
尚
三
九
八
、
一
九
八
四
年
五
月
)
、
「
明
代
宣
徳
J
天
順

期
の
朝
貢
に
つ
い
て
」
(
『
M
U
S
E
U
M』
比
四
二
て
一
九
八
六
年
四
月
〉
、

「
明
初
太
租
の
封
外
政
策
の
形
成
に
つ
い
て
」

(『
M
U
S
E
U
M
』
Mm
四
三

六
、
一
九
八
七
年
七
月
)
等
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
佐
久
閲
氏
の
研
究
以
降

に
こ
の
分
野
の
研
究
の
進
展
が
見
ら
れ
る
。

佐
久
間
氏
の
琉
球
関
係
に
関
す
る
論
考
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
、
和
田

久
徳
氏
の
「
琉
球
王
園
の
三
山
統
一
に
つ
い
て
の
新
考
察
」
(
『
お
茶
の
水
女
子

大
皐
人
文
科
皐
紀
要
』
二
八
|
一
、
一
九
七
五
年
三
月
)
や
卒
和
彦
氏
の
「
近

世
琉
球
園
の
朝
京
使
節
ー
そ
の
貢
道
と
琉
球
人
墓
地
l
」
(
『
南
島
ー
そ
の
歴
史

と
文
化
』
五
、
第
一

書
房
、
一
九
八
五
年
一
一

月
〉
が
あ
り
、
近
年
沖
縄
問
怖
が

膝
代
費
案
編
集
委
員
舎
を
裂
足
さ
せ
『
歴
代
資
案
』
の
校
訂
本
(
沖
縄
豚
立
圏

書
館
編
)
を
刊
行
さ
れ
、
沖
縄
燃
立
岡
書
館
史
料
編
集
室
が
『
歴
代
資
案
研

究
』
を
刊
行
し
て
、
今
後
こ
の
分
野
の
研
究
が
さ
ら
に
進
展
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。倭
冠
に
関
し
て
、
佐
久
閲
氏
の
論
考
以
降
の
研
究
と
し
て
、
佐
久
間
氏
の
第

二
編
第
二
章
を
設
展
さ
れ
た
伊
藤
公
夫
氏
の
「
嘉
靖
海
冠
反
乱
の
再
検
討
|
王

直
と
嘉
靖
三

0
年
代
前
半
の
海
冠
反
乱
を
め
ぐ
っ
て
|
」
(
『
明
代
史
研
究
』
第

八
鋭
、
一
九
八

O
年
一
月
)
が
あ
り
、
さ
ら
に
上
述
の
田
中
健
夫
氏
の

『倭
冠

|
海
の
歴
史
l
』
が
あ
る
。
田
中
氏
は
い
わ
ゆ
る

「
前
期
倭
冠
」
、
「
後
期
倭

窓
」
と
い
う
呼
稽
に
替
え
て
「

一
四
1
五
世
紀
の
倭
寵
」
、

「
一
六
世
紀
の
倭

窟
」
と
さ
れ
、
前
者
の
設
生
理
由
と
し
て
日
本
、
官
同
麗
さ
ら
に
中
園
大
陸
の
政

治
的
欽
況
と
関
係
す
る
こ
と
を
、
後
者
に
お
い
て
は
中
園
圏
内
で
の
経
済
問
題

と
海
禁
政
策
の
行
き
詰
ま
り
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
つ

い
で
慶
門
大
摩
の
林
仁

川
氏
が
『
明
末
清
初
私
人
海
上
貿
易
』
(
華
東
師
範
大
接
出
版
社
、一

九
八
七

年
四
月
)
に
お
い
て
主
に
嘉
靖
以
降
の
倭
冠
に
つ

い
て
分
析
さ
れ
た
。
さ
ら
に

鄭
様
生
氏
が

「
中
園
地
方
志
の
倭
憲
史
料
」
(『
日
本
歴
史
』

第
四
六
五
説
、一

九
八
七
年
四
月
、
同
箸
は
徐
建
新
氏
の
翻
諜
に
よ
り
「
中
園
地
方
志
中
的
倭
冠

史
料
」
と
し
て

『海
交
史
研
究
』
一
九
八
八
年
第
二
期

(
一
二
月
)
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
〉
に
よ
り
主
に
中
園
沿
海
地
区
の
地
方
志
よ
り
海
防
、
戦
闘
関
係

の
記
事
や
海
防
等
に
従
事
し
た
人
物
の
俸
記
よ
り
倭
冠
関
係
の
史
料
を
枚
集
さ

れ
た
。
ま
た

『明
貫
録
』
中
に
見
え
る
倭
窓
関
係
の
記
事
は
『
明
代
倭
憲
史

料
』
第
一
橋
(
文
史
哲
出
版
社
、
一

九
八
七
年
五
月
)
同
第
二
輯

(一

九
八
七

年
一

O
月
〉
に
よ
り
洪
武
二
年
(
一
三
六
九
)
よ
り
天
啓
七
年
(
一
六
二
七
)

ま
で
が
枚
め
ら
れ
、

今
後
の
倭
冠
研
究
に
重
要
で
あ
ろ
う
。

明
代
史
に
お
い
て
晩
期
の

「寓
暦
の
一一
一
大
征
」
は
重
要
事
件
で
あ
っ
た
。

と

り
わ
け
そ
の
一

つ
の
盟
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
に
関
す
る
問
題
は
日
明
関
係
史
に

お
い
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
本
書
は
こ
の
問
題
を
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の

時
期
の
研
究
は
多
い
が
中
園
史
研
究
の
側
か
ら
は
、
古
く
は
池
内
宏
氏
の

『文

糠
慶
長
の
役
正
編
第
一
』
(
一
九
一
四
年
)
、
同
別
編
第
一
(
一
九
三
六
年
〉

(
い
ず
れ
も

一
九
八
七
年
一
一
月
に
古
川
弘
文
館
よ
り
復
刊
さ
れ
た
)
が
あ

り
、
そ
の
後
、
石
原
道
博
氏
『
文
様
・
慶
長
の
役
』

(塙
書
房
、

一
九
六
二
年

七
月
)
や
、

大
庭
惰
氏
の

「
豊
臣
秀
吉
を
日
本
園
王
に
封
ず
る
詰
命
に
つ
い
て

|
我
が
閣
に
現
存
す
る
明
代
の
詔
敷
|
」

(
『関
西
大
拳
東
西
翠
術
研
究
所
紀

要
』
第
四
棒
、
一

九
七
一
年
三
月
)
や
、
岡
野
昌
子
氏
の

「秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
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と
中
園
」
(
『
中
山
八
郎
敬
授
頒
蕎
記
念
明
清
史
論
叢
』
一
九
七
七
年
一
二
月
〉

や
松
浦
章
「
明
代
海
爾
と
秀
吉
「
入
窟
大
明
」

の
情
報
」
(
『
末
永
先
生
米
蕎
記

念
献
呈
論
文
集
』
一
九
八
五
年
六
月
〉
な
ど
が
あ
る
。
本
書
が
こ
の
問
題
に
つ

い
て
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
評
者
と
し
て
は
残
念
で
あ
る
。

佐
久
間
民
は
永
年
に
わ
た
り
明
代
社
舎
経
済
史
研
究
を
中
心
に
濁
自
の
分
野

を
開
拓
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
商
税
、
倉
庫
業
、
海
外
貿
易
、

陶
磁
器
業
、

茶
業
、
製
餓
業
等
や
、
本
書
に
関
係
す
る
日
中
関
係
、
倭
冠
問
題
等
で
の
研
究

の
斯
皐
に
お
け
る
先
駆
者
で
あ
る
。
佐
久
間
氏
の
一
九
八
二
年
ま
で
の
著
作
に

つ
い
て
は
『
佐
久
開
重
男
数
授
退
休
記
念
中
園
史

・
陶
磁
史
論
集
』
(
燦
原
、

一
九
八
三
年
三
月
)
掲
載
の
佐
久
間
氏
の

「著
作
目
録
」
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
佐
久
間
氏
の
研
究
の
多
く
は
後
皐
の
指
針
と
な
り
ま
た
今
後
も
そ
れ
は
努
わ

り
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
木
書
以
外
の
分
野
の
研
究
に
つ
い
て
も
ま
と
め

ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
る
。

A
5剣

i
E
+
三
七
七
頁

一
九
九
二
年
二
月
吉
川
弘
文
館

索
引
、

英
文

一
九
頁
八
、
五
O
O圏
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山
田
信
夫
著

小
図
書
田
典

P
・
ツ
ィ

l
メ

梅

村

坦

ウ
イ
グ
ル
文
契
約
文
書
集
成

森
安
孝
夫
編

庄

垣

内

正

弘

本
書
は
三
巻
か
ら
な
り
、
第
一

径
は
、

山
田
信
夫
氏
の
ウ
イ
グ
ル
文
書
関
係

の
論
文
を
一
加
に
ま
と
め
た
論
集
で
あ
る
。
第
二
巻
は
、
「
世
界
中
に
散
在
し

て
い
る
ト

ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
文
書
の
う
ち
か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
判
明
し
た
限
り

で
の
ウ
イ
グ
ル
文
契
約
文
書
類
を
集
成
し
、
新
た
な
テ
キ
ス
ト
鱒
篤
と
誇
註
を

提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
未
設
表
文
書
を
含
み
、
そ
れ
は
山
回
数

授
の
遺
稿
に
も
と
づ
く
研
究
成
果
で
あ
る
。
」
〈
第

一
巻
序
文
〉
と
い
う
。
第

三
各
は
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

-139ー

ウ
イ
グ
ル
語
文
献
の
大
半
は
傍
典
で
、
俗
文
献
、
と
り
わ
け
契
約
文
書
の
占

め
る
割
合
は
少
量
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
早
い
段
階
か
ら
研
究
が

進
め
ら
れ
て
き
た
の
は
、
そ
の
内
容
の
歴
史
闘
争
等
へ
輿
え
る
影
響
の
大
き
さ
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
編
者
が
「
掲
載
文
書
先
行
研
究
一
覧
表
」
に

掲
げ
た
先
行
研
究
の
量
か
ら
も
剣
断
で
き
る
。
一

文
献
の
先
行
研
究
を
修
正
再

検
討
し
て
い
く
作
業
は
傍
典
研
究
で
は
そ
う
進
ん
で
は
い
な
い
。

い
ま
猪
、
未

設
表
の
文
献
を
解
明
し
て
い
く
段
階
に
あ
る
。

契
約
文
書
は
記
述
の
形
式
が
お
お
よ
そ
定
ま
っ

て
い
て
、

文
脈
か
ら
内
容
の

類
推
が
か
な
り
の
程
度
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
細
部
に
お
け
る
単
語
形
式
の
決

定
は
難
し
く
、
ウ
イ
グ
ル
語
研
究
の
進
展
に
伴
っ

て
必
然
的
に
修
正
を
重
ね
て


